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義
の‘

1

切
ぶ
踐
的
努
力
は
生
れ
る
。
、こ
の
點
に
糧
は
な
い
。
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か
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乍
ら
、
人
間
の
性
向
は
ぎ
的
、
遺
傅
的
の
も 

の
で
あ
る
か"
後
}
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ち
社
命
瑜
境
の
淹
物
で
あ
る
か
、

人

®
は
.生
來
善
で
あ
る
か
、
；悪
で
あ
る
か
と
い
ふ

§
；

週
に
な
る
と
、

リ

.マ
ル
ク
ス
の
ス
性
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